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市政日誌

９月
平成

４年

1992

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

平成
４年
1992

横
浜
市
関
係

自
治
体
・
国
・
社
会

　
１
－
労
働
省
、
高
炉
・
ソ
フ
ト
ウ
エ

　
ア
業
界
等
十
業
種
を
雇
用
調
整
助
成

金
対
象
業
種
に
指
定
。
２
ト
大
蔵
省
、

国
際
収
支
状
況
（
速
報
）
発
表
。
一

～
八
月
の
経
常
黒
字
額
累
計
額
が
七

百
二
十
一
億
二
千
二
百
万
＄
と
、
昨

年
一
年
間
の
合
計
を
突
破
。
６
－
公

正
取
引
委
員
会
、
川
崎
市
の
下
水
道

工
事
談
合
容
疑
で
、
熊
谷
組
事
務
所

等
を
立
ち
入
り
検
査
（
～
７
）
。
５
－

外
務
省
等
の
「
9
1
年
の
わ
が
国
か
ら

の
開
発
途
上
国
へ
の
資
金
の
流
れ
」

に
よ
る
と
、
途
上
国
へ
の
資
金
還
流

額
は
、
前
年
比
三
一
・
四
％
増
の
二

百
五
十
億
四
千
三
百
万
＄
で
過
去
最

高
。
９
－
県
会
、
暴
騒
音
規
制
条
例

案
可
決
。
▽
川
崎
市
個
人
情
報
保
護

審
査
会
、
指
導
要
録
の
開
示
請
求
に

つ
い
て
、
卒
業
生
は
全
部
開
示
が
妥

貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
の
「
貯
蓄
と

消
費
に
関
す
る
世
論
調
査
」
に
よ
る

と
、
9
2
年
平
均
貯
蓄
額
、
前
年
比
八
・

一
％
増
の
一
千
二
百
五
十
九
万
円
。

2
5
－
金
丸
信
・
前
自
民
党
副
総
裁
、

東
京
佐
川
急
便
か
ら
の
五
億
円
献
金

で
、
東
京
地
検
に
政
治
資
金
規
正
法

違
反
を
認
め
、
略
式
起
訴
に
同
意
し

上
申
書
提
出
。
2
9
｜
ブ
ラ
ジ
ル
下
院
、

不
正
蓄
財
疑
惑
で
大
統
領
に
対
す
る

上
院
の
弾
劾
裁
判
開
始
決
議
。

１
ｌ
市
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
住
み
替
え
家

賃
差
額
補
助
制
度
開
始
。
▽
横
浜
歴
史
博
物
館

（
仮
称
）
等
を
管
理
・
運
営
す
る
「
横
浜
市
ふ

る
さ
と
歴
史
財
団
」
設
立
。
▽
市
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種
を
、
個
別
方
式
に
変
更
。

▽
市
、
受
水
槽
施
設
事
前
指
導
制
度
ス
タ
ー
ト
。

▽
市
内
再
生
資
源
業
者
、
横
浜
市
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
協
同
組
合
設
立
。
▽
横
浜
市
女
性
経

営
者
懇
話
会
設
立
総
会
。
▽
女
性
専
用
の
公
共

職
業
安
定
所
、
横
浜
駅
西
口
に
オ
ー
プ
ン
。

３
－
新
総
合
計
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
わ
た
し
の

考
え
る
横
浜
の
未
来
・
二
〇
一
〇
年
」
、
パ
シ

フ
イ
コ
横
浜
で
開
催
。

６
－
山
梨
県
道
志
村
の
ゴ
ル
フ
場
建
設
計
画
で
、

開
発
業
者
四
社
の
う
ち
二
社
が
撤
退
表
明
。

1
2
l
横
浜
市
と
横
須
賀
市
、
野
島
地
先
埋
め
立

て
に
伴
う
境
界
線
問
題
で
、
確
認
の
協
定
書
に
、

パ
ー
ハ
ウ
ス
」
泉
区
領
家
に
完
成
、
落
成
式
。

2
1
－
市
会
本
会
議
、
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
」
改
正
案
、
可
決
。
▽
市
、

犬
猫
の
不
妊
去
勢
手
術
補
助
事
業
受
付
開
始
。

2
5
－
港
北
区
鳥
山
町
の
「
横
浜
市
総
合
保
健
医

療
セ
’
ン
タ
ー
」
開
所
式
。

2
8
－
市
、
市
会
全
員
協
議
会
で
、
横
浜
環
状
道

路
北
側
区
間
計
画
の
基
本
的
考
え
方
公
表
。

3
0
－
市
、
M
M
2
1
地
区
2
4
街
区
開
発
事
業
者

「
Ｔ
・
Ｒ
・
Y
9
0
事
業
組
合
」
と
基
本
契
約
と

土
地
貸
付
契
約
締
結
。

　
１
－
金
子
清
新
潟
県
知
事
、
知
事
選

　
挙
を
め
ぐ
る
三
億
円
の
佐
川
急
便
献
・

　
金
疑
惑
で
辞
表
提
出
。
７
－
鎌
倉
市

　
御
成
小
学
校
改
築
問
題
で
、
市
文
化

　
財
専
門
委
員
（
会
長
を
除
く
全
員
）
、

　
市
教
育
委
員
会
に
辞
表
提
出
。
８
１

’
厚
生
省
の
平
成
四
年
全
国
高
齢
者
名

　
簿
に
よ
る
と
、
百
歳
以
上
は
四
千
百
’

　
五
十
二
人
と
過
去
最
高
。
▽
葉
山
町

　
民
、
町
長
を
相
手
取
り
、
土
地
購
入

　
価
格
の
差
額
返
還
を
求
め
、
横
浜
地

　
裁
に
提
訴
。
１
１
－
自
治
省
、
平
成
三

　
年
の
政
治
資
金
収
支
報
告
書
発
表
。

　
総
額
一
千
八
百
五
十
六
億
六
千
万
円
、

　
史
上
最
高
。
1
2
－
国
公
立
小
・
中
・

　
高
校
・
幼
稚
園
等
、
第
二
土
曜
日
を

　
休
む
学
校
週
五
日
制
ス
タ
ー
ト
。
▽

　
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
毛
利
衛
さ
ん
を

・
乗
せ
た
米
国
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

　
「
エ
ン
デ
バ
ー
」
、
ケ
ネ
デ
ィ
宇
宙
セ

　
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
（
～
2
0
）
。

　
1
7
－
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

　
協
力
法
に
基
づ
く
自
衛
隊
の
カ
ン
ボ

　
ジ
ア
派
遣
第
一
陣
、
呉
基
地
か
ら
出

　
発
。
2
0
－
伊
勢
原
市
長
選
挙
、
堀
江

　
侃
氏
初
当
選
。
。
▽
欧
州
連
合
条
約

　
（
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
’
卜
条
約
）
の
賛
否

　
を
問
う
フ
ラ
ン
ス
国
民
投
票
、
批
准

　
賛
成
五
一
・
〇
五
％
、
反
対
四
八
・

　
九
五
％
。
2
1
－
国
土
庁
、
基
準
地
価

　
発
表
。
全
国
平
均
で
初
の
下
落
。
▽

１
ｌ
七
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
。
七
都
県
市
首

長
初
の
「
広
域
応
援
テ
レ
ビ
会
議
」
開
催
。
横

浜
会
場
は
、
泉
区
い
ず
み
台
公
園
。

２
－
障
害
者
用
ス
ポ
ー
ツ
文
化
施
設
「
横
浜
ラ

ホ
ー
ル
」
、
新
横
浜
に
オ
ー
プ
ン
。
▽
市
と
西

武
鉄
道
と
の
新
横
浜
地
区
の
土
地
交
換
を
め
ぐ

る
住
民
訴
訟
で
、
原
告
、
損
害
補
償
額
を
、
約

二
十
三
億
円
か
ら
約
五
十
九
億
円
に
変
更
。

３
ｌ
市
、
中
小
企
業
融
資
制
度
対
象
枠
拡
大
等

五
項
目
の
第
二
次
経
済
対
策
発
表
。
▽
市
の

「
音
環
境
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
話
会
」
初
会

合
。

４
－
市
、
在
浜
外
国
人
用
に
五
カ
国
語
の
「
緊

急
時
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
」
配
布
。

▽
市
内
一
日
の
水
道
給
水
量
、
近
代
水
道
供
給

開
始
以
来
最
高
の
、
百
六
十
万
七
千
立
方
り
㍍
。

５
ｌ
金
沢
区
長
浜
公
園
に
「
野
鳥
観
察
園
」
オ
ー

。
フ
ン
。

７
ｌ
市
人
事
委
員
会
、
一
般
職
員
の
給
与
二
・

九
三
％
引
き
上
げ
勧
告
。

８
－
市
、
「
横
浜
長
者
番
付
」
発
表
。
最
高
齢

者
は
、
神
奈
川
区
松
見
町
の
五
十
嵐
て
る
よ
さ

ん
。
百
六
歳
。
▽
市
、
が
け
崩
れ
の
二
次
災
害

防
止
で
「
が
け
崩
れ
復
旧
工
事
助
成
金
」
等
の

受
付
開
始
。

1
1
－
九
月
定
例
市
会
開
会
（
～
2
2
）

1
2
l
市
立
小
・
中
・
高
校
、
養
護
学
校
等
、
第

二
土
曜
日
を
休
む
学
校
週
五
日
制
開
始
。

1
6
－
国
内
初
の
三
階
建
木
造
集
合
住
宅
「
ス
ー



11月

横
浜
・
横
須
賀
両
市
長
調
印
。

1
6
ｌ
市
、
平
成
三
年
度
の
大
口
市
税
滞
納
額
九

十
三
億
六
千
万
円
、
総
額
百
九
十
四
億
円
と
発

表
。

1
9
－
横
浜
金
沢
観
光
協
会
再
建
総
会
。

2
3
l
横
浜
市
都
市
計
画
審
議
会
、
港
北
区
の
横

浜
総
合
運
動
公
園
等
六
件
の
都
市
計
画
案
を
、

原
案
通
り
了
承
。
▽
市
、
社
会
保
険
庁
の
印
刷

談
合
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
印
刷
関
係
業
者
五
社

の
う
ち
市
登
録
業
者
四
社
を
指
名
停
止
処
分
。

2
5
－
台
湾
漁
船
「
大
友
」
、
太
平
洋
上
で
機
関

故
障
し
、
横
浜
港
に
曳
航
。
密
出
国
中
国
人
百

四
十
二
人
乗
り
込
み
。

2
7
－
横
浜
港
大
黒
埠
頭
Ｃ
３
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ

ナ
ル
完
成
、
供
用
開
始
。
国
内
最
大
級
。
▽
外

国
人
女
性
の
。
駆
け
込
み
寺
”
「
女
性
の
家
サ
ー

ラ
ー
」
、
市
内
に
設
立
。
設
立
記
念
の
集
い
。

▽
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
（
企
業
内
理
療
士
）
の
全

国
組
織
、
日
本
視
覚
障
害
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
協

会
、
横
浜
で
設
立
総
会
。

3
0
－
市
教
育
委
員
会
、
「
蛇
も
蚊
も
」
等
十
件

を
指
定
文
化
財
、
五
件
を
地
域
文
化
財
に
指
定
。

４
－
「
横
浜
市
住
宅
政
策
懇
談
会
」
、
「
賃
貸

住
宅
の
供
給
」
等
五
項
目
を
提
案
す
る
中
間
報

告
を
市
長
に
提
出
。
▽
ア
ジ
ア
初
の
第
六
回
国

際
非
核
自
治
体
会
議
、
横
浜
国
際
平
和
会
議
場

で
開
催
（
～
７
）
。
▽
「
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ッ
ズ
・

横
濱
０
０
１
」
新
た
に
百
四
十
八
点
認
定
。
▽

首
都
圏
七
都
県
市
、
来
年
一
月
ま
で
毎
週
水
曜

日
の
自
動
車
使
用
抑
制
。

当
、
将
来
は
在
学
生
も
全
部
開
示
が

望
ま
し
い
と
答
申
。
1
2
l
大
都
市
圏

内
の
小
自
治
体
一
市
九
町
、
真
鶴
町

で
「
全
国
ミ
ニ
団
体
連
絡
会
議
」
開

催
（
～
1
3
）
。
1
4
－
東
京
佐
川
急
便

か
ら
の
五
億
円
違
法
献
金
で
罰
金
二

十
万
円
の
略
式
命
令
を
受
け
た
金
丸

信
・
前
自
民
党
副
総
裁
、
衆
議
院
議

員
辞
職
。
1
5
－
都
知
事
の
交
際
費
を

非
公
開
と
し
た
処
分
の
取
り
消
し
を

求
め
た
訴
訟
で
、
東
京
地
裁
、
個
人

名
・
肩
書
等
削
除
の
上
、
文
書
公
開

命
令
。
1
8
－
米
国
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
バ

ト
ン
ル
ー
ジ
ュ
の
高
校
に
留
学
し
て

い
た
高
校
二
年
生
服
部
剛
丈
君
、
家

を
間
違
え
射
殺
さ
る
。
2
3
－
天
皇
夫

妻
、
初
の
訪
中
（
～
2
8
）
。
2
6
－
西

武
二
二
年
連
続
八
回
目
の
プ
ロ
野
球

日
本
一
。
2
9
－
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
社

長
、
総
会
屋
に
一
億
円
以
上
の
現
金

渡
し
た
疑
い
で
監
査
役
ら
が
逮
捕
さ

れ
、
引
責
辞
任
。
3
1
－
県
、
完
全
週

休
二
日
制
ス
タ
ー
ト
。

１
－
政
治
改
革
推
進
協
議
会
（
民
間

政
治
臨
調
）
、
「
政
治
資
金
制
度
改

革
と
腐
敗
防
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
」

発
表
。
２
－
日
産
自
動
車
、
九
月
期

中
間
決
算
発
表
。
株
式
上
場
以
来
初

の
経
常
赤
字
。
３
－
米
大
統
領
選
挙

で
、
民
主
党
候
補
の
ク
リ
ン
ト
ン
ー

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
知
事
当
選
。
５
－

東
京
地
裁
の
佐
川
急
便
事
件
公
判
で
、

９
－
市
、
国
の
来
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要

望
発
表
。
新
た
に
外
国
人
患
者
の
医
療
費
対
策

の
確
立
等
三
項
目
も
追
加
。

1
0
－
市
、
戸
塚
区
の
「
舞
岡
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
」

一
期
工
事
分
進
出
企
業
募
集
開
始
。
▽
デ
ク
ェ

ア
ル
前
国
連
事
務
総
長
、
横
浜
市
の
招
待
で
来

浜
。
本
町
小
学
校
で
交
歓
会
等
。

1
1
－
大
洋
球
団
、
新
球
団
名
・
「
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー

ズ
」
と
近
藤
昭
仁
新
監
督
等
発
表
。
▽
第
四
十

一
回
横
浜
文
化
賞
・
奨
励
賞
贈
呈
式
。

1
8
－
第
二
十
八
回
七
都
県
市
首
脳
会
議
、
展
都

と
分
権
目
指
し
「
首
都
圏
白
書
」
製
作
確
認
。

「
大
都
市
に
適
し
た
自
動
車
推
奨
制
度
」
で
公

用
車
の
購
入
基
準
設
定
。

2
0
一
－
世
界
最
大
の
帆
装
客
船
「
ク
ラ
ブ
メ
ッ
ド

２
」
大
黒
埠
頭
に
初
入
港
。

2
4
－
地
下
鉄
M
M
2
1
線
（
横
浜
駅
－
元
町
駅
間
）

起
工
式
。
平
成
十
年
度
完
成
予
定
。
▽
国
連
婦

人
開
発
基
金
国
内
委
員
会
設
立
総
会
で
、
事
務

局
の
横
浜
設
置
決
定
。

2
5
－
「
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
建
設
促
進

会
議
」
発
足
、
第
一
回
会
議
。

2
6
－
第
十
八
回
三
首
長
懇
談
会
、
国
会
移
転
法

案
に
反
対
。

2
7
－
市
、
総
額
三
百
六
十
九
億
円
の
補
正
予
算

案
発
表
。

3
0
ｌ
横
浜
市
廃
棄
物
減
量
化
・
資
源
化
等
推
進

審
議
会
初
会
合
。
▽
横
浜
商
工
会
議
所
、
エ
イ

ズ
問
題
対
策
懇
談
会
設
置
。
▽
市
会
、
米
軍
施

設
早
期
返
還
を
求
め
る
要
望
書
を
、
外
務
大
臣

等
に
提
出
。

検
事
調
書
に
、
自
民
党
国
会
議
員
七

人
の
名
前
。
８
－
逗
子
市
長
選
挙
。

　
沢
光
代
氏
初
当
選
。
女
性
市
長
は
、

兵
庫
県
芦
屋
市
に
続
宣
一
人
目
。
1
0
－

Ｊ
Ｒ
東
海
、
社
内
研
修
で
、
述
べ
八

十
四
人
が
新
幹
線
等
を
無
資
格
運
転

と
発
表
。
1
1
－
英
国
国
教
会
、
四
百

五
十
年
の
歴
史
で
初
め
て
女
性
に
司

祭
の
資
格
認
め
る
。
1
2
1
防
衛
庁
、

ク
ー
デ
タ
ー
を
容
認
す
る
論
文
を
週

刊
誌
に
発
表
し
た
三
等
陸
佐
を
懲
戒

免
職
。
1
3
－
経
済
企
画
庁
、
「
少
子

社
会
の
到
来
、
そ
の
影
響
と
対
応
」

を
副
題
と
す
る
9
2
年
版
国
民
生
活
白

書
発
表
。
▽
環
境
庁
、
十
二
月
か
ら

大
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
使
用
を
規
制

す
る
特
別
指
定
地
域
決
定
。
1
7
－
衆

議
院
国
会
等
移
転
特
別
委
員
会
理
事

懇
談
会
、
国
会
等
移
転
法
案
内
容
決

定
。
1
9
－
東
京
地
検
特
捜
部
、
心
臓

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
納
入
に
絡
み
、
東

大
医
学
部
助
教
授
等
九
人
を
贈
収
賄

容
疑
で
逮
捕
。
2
4
－
津
久
井
町
長
選

挙
、
天
野
望
町
長
が
無
投
票
で
三
選
。

2
5
－
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
議
定
書
締
約
国
会
議
、
フ
ロ

ン
ガ
ス
の
生
産
・
消
費
の
全
廃
を
四

年
早
め
一
九
九
五
年
末
と
決
定
。
2
6
－

衆
議
院
予
算
委
員
会
、
東
京
佐
川
事

件
で
、
竹
下
元
首
相
を
証
人
喚
問
。

渡
辺
元
社
長
を
出
張
尋
問
。
2
7
1
県
、

エ
イ
ズ
対
策
本
部
設
置
。
▽
関
脇
貴

花
田
と
宮
沢
り
え
さ
ん
婚
約
発
表
。
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